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○矢板市八方ヶ原交流促進センター設置及び管理条例施行規則 

平成17年９月30日規則第45号 

改正 

令和５年３月16日規則第24号 

矢板市八方ヶ原交流促進センター設置及び管理条例施行規則 

矢板市八方ヶ原交流促進センター設置及び管理条例施行規則（平成15年矢板市規則第９号）の全

部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、矢板市八方ヶ原交流促進センター設置及び管理条例（平成17年矢板市条例第

41号。以下「条例」という。）第17条の規定に基づき、条例の施行について、必要な事項を定め

るものとする。 

（利用許可の申請） 

第２条 条例第７条第１項の規定により、矢板市八方ヶ原交流促進センター（以下「交流促進セン

ター」という。）の施設の利用の許可を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、八方

ヶ原交流促進センター利用許可申請書（別記様式第１号。以下「利用許可申請書」という。）を

指定管理者に提出しなければならない。ただし、指定管理者が支障ないと認めるときは、利用許

可申請書の提出を省略することができる。 

２ 前項の利用許可申請書は、６月前から７日前までの期間に提出しなければならない。ただし、

指定管理者が交流促進センターの管理に支障がないと認めたときは、この限りでない。 

３ 交流促進センターの利用期間は、１回の申請につき10日を限度とする。ただし、指定管理者が

交流促進センターの管理に支障がないと認めたときは、この限りでない。 

４ 申請に係る利用の許可の順位は、申請の順序による。 

（利用の許可） 

第３条 指定管理者は、前条の利用許可申請について適当と認めたときは、利用の許可を決定し、

八方ヶ原交流促進センター利用許可書（別記様式第２号。以下「利用許可書」という。）を申請

者に交付するものとする。ただし、前条第１項ただし書により、利用許可申請書を省略した場合

は、この限りでない。 

（利用の変更又は取消し） 

第４条 交流促進センターの利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）が利用許可書の内

容を変更又は取消しをしようとするときは、速やかに指定管理者に申し出なければならない。 
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（利用時間等） 

第５条 交流促進センターの利用時間は、準備又は原状に復するために要する時間を含むものとし、

条例第６条に規定する時間内とする。 

２ 交流促進センターを利用する場合において、利用開始後の時間の延長利用は認めない。ただし、

指定管理者が他の利用に支障がないと認めたときは、この限りでない。 

（特別の設備等の申請等） 

第６条 条例第12条の規定により利用者が特別の設備等に係る原状の変更をしようとするときは、

八方ヶ原交流促進センター原状変更許可申請書（別記様式第３号）を指定管理者に提出しなけれ

ばならない。 

２ 指定管理者は、前項の申請があった場合においては、その可否を決定し、八方ヶ原交流促進セ

ンター原状変更許可・不許可通知書（別記様式第４号）により通知するものとする。 

（原状回復等） 

第７条 利用者は、条例第14条の規定により交流促進センターの原状回復を終えたときは、その旨

を指定管理者に報告しなければならない。 

２ 原状回復に要する経費は、利用者の負担とする。 

（市長による管理） 

第８条 条例第16条第１項の規定により、市長が交流促進センターの管理を行う場合においては、

第２条から前条までの規定中「指定管理者」とあるのは「市長」と、次条中「指定管理者が市長

と協議して」とあるのは「市長が」とする。 

（その他） 

第９条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、指定管理者が市長と協議して、別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成18年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行前に改正前の矢板市八方ヶ原交流促進センター設置及び管理条例施行規則（平

成15年矢板市規則第９号）の規定によりなされた手続きその他の行為は、この規則の相当規定に

よりなされた手続その他の行為とみす。 

附 則（令和５年３月16日規則第24号） 

（施行期日） 
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１ この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の様式による用紙で、現に残存するものは、当分

の間、所要の修正を加え、なお使用することができる。 
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別記様式第１号（第２条関係） 
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別記様式第２号（第３条関係） 
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別記様式第３号（第６条関係） 
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別記様式第４号（第６条関係） 

 


